
板金塗装工場に係る法令 

1.消防法の届出・義務 

  危険物の製造・貯蔵・取扱は消防機関の有無に応じ市町村長等の設置許可・届出が必要であり、危険物の貯蔵及び 

取扱量と指定数量によって算出される指定倍数によって、適用法令・届け出先が異なる。 

   指定倍数＝（危険物の取扱量÷危険物の指定数量）の合計 

 

     ①指定倍数 ＝ 「1」以上  

(ア) 危険物取扱所などの許可及び保管庫が必要 

(イ) 危険物取り扱いの有資格者が必要 

(ウ) 「1」以上は消防法の適用 

(エ) 「1.5」以上は市町村条例の適用 

※ 塗料販売店は「危険物取扱所」 修理事業者は「危険物貯蔵諸」 

     ②指定倍数 ＝ 「0.2～１」未満 

(ア) 少量危険物貯蔵取扱所の届出及び保管庫が必要 

(イ) 危険物取扱の有資格者は不要 

     ③指定倍数 ＝ 「0.2」未満 

                    届出不要 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.看板の掲示 

     危険物の取扱いについては、各自治体で細かく定められています。詳細は各消防署へお問い合わせください。 

 

                   火気厳禁                少量危険物取扱             危険物の貯蔵 

                       
 

 

 

 

 危険物                                                  

（指定倍数） 

指定可燃物・可燃性液体類                                          

（規制基準値） 

1以上 0.2以上 0.2未満 2000ℓ以上 2000ℓ未満 

貯蔵・取扱 危険物施設 
少量危険物取

扱所 

危険物としての貯

蔵・取扱 

指定可燃物としての

貯蔵・取扱 

 

規制・認可の届出 
国の法令規制・市

町村長等の許可 
消防庁への届出 

条例規制       

注意事項の遵守 
条例規制の届出 

規制なし届出不要 

 

https://www.amazon.co.jp/%E3%83%A6%E3%83%8B%E3%83%83%E3%83%88-%E5%8D%B1%E9%99%BA%E7%89%A9%E6%A8%99%E8%AD%98-%E7%B8%A6%E5%9E%8B-%E7%81%AB%E6%B0%97%E5%8E%B3%E7%A6%81%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%82%B3%E3%83%A6%E3%83%8B%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%BB600X300-83001/dp/B004OCLO4G/ref=sr_1_5?dchild=1&hvadid=386878063917&hvdev=c&jp-ad-ap=0&keywords=%E7%81%AB%E6%B0%97%E5%8E%B3%E7%A6%81+%E7%9C%8B%E6%9D%BF&qid=1614144499&sr=8-5&tag=yahhyd-22
https://www.amazon.co.jp/%E7%B7%91%E5%8D%81%E5%AD%97-%E5%8D%B1%E9%99%BA%E7%89%A9%E6%A8%99%E8%AD%98-KHT-32M-%E5%B0%91%E9%87%8F%E5%8D%B1%E9%99%BA%E7%89%A9%E8%B2%AF%E8%94%B5%E5%8F%96%E6%89%B1%E6%89%80-053132/dp/B00GWY7AM4/ref=sr_1_39?dchild=1&hvadid=386878063917&hvdev=c&jp-ad-ap=0&keywords=%E7%81%AB%E6%B0%97%E5%8E%B3%E7%A6%81+%E7%9C%8B%E6%9D%BF&qid=1614144499&sr=8-39&tag=yahhyd-22
https://www.amazon.co.jp/%E7%B7%91%E5%8D%81%E5%AD%97-%E5%8D%B1%E9%99%BA%E7%89%A9%E6%A8%99%E8%AD%98-KHT-16M-%E5%8D%B1%E9%99%BA%E7%89%A9%E3%81%AE%E9%A1%9E%E5%88%A5%E3%83%BB%E3%83%BB%E3%83%BB-053116/dp/B00GWY75QA/ref=sr_1_12?dchild=1&hvadid=386878063917&hvdev=c&jp-ad-ap=0&keywords=%E7%81%AB%E6%B0%97%E5%8E%B3%E7%A6%81+%E7%9C%8B%E6%9D%BF&qid=1614144499&sr=8-12&tag=yahhyd-22


 3.労働安全衛生法 

  3-1 有機溶剤中毒予防法 

    有機溶剤の安全基準を定めた厚生労働省令、溶剤中毒による守るべき予防と目的 

     「事業者の講ずべき措置、労働者を守るべき事項」を法制化 

       内       容 報告義務等 期間 

特殊健康診断 ６カ月ごとに定期検診（有機溶剤） 所轄労働基準監督署への報告 5年間保管 

発散抑制装置 一定の要件を満たした下記装置のいずれかを

設置する。 

①有機溶剤の蒸気の発生源を密閉する設備 

②局所排気装置 

③プッシュプル型換気装置 

・設置・移転・変更をしようとする

日の 30日以上前に提出 

・1年に 1回以上の定期自主

点検 

自主点検記録簿

は 3年間保管 

作業環境測定 ６カ月ごとに環境測定  3年間保管 

注意事項等の掲示 注意事項等の看板設置 下記看板を参照  

呼吸用保護具 作業人員に応じた保護マスクの着用 有機ガス用防毒マスク  

危険有毒性の周知 SDS表の保管・リスクアセスメントの実施 常に確認できる場所に保管  

局所排気装置の定期点検 １年ごとの自主点検  3年間保管 

作業主任者の選任 有機溶剤作業主任者の選任 有機溶剤作業主任者研修を得

た者 

 

       

             
 

                                                                         
  

 

 

 

 

 

 


